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別 紙 様 式 3 (課程博士*論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
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本研究では後ろ向きに心停止後昏睡で2012年 2 月から2016年 1 2月の間に滋賀医科大学ICU
に入室した患者の予後とリンパ球数について検討した。それぞれの患者の蘇生に関与する（心停
止時間、心臓マッサージの有無、アドレナリンの投与量の背景を収集し、リンパ球数は連続的に
入室から'6 日間測定した。神経学的予援はcerebral performance categories ( C P C )を用いてCPC2




影響を与えうる因子(年齢、カテコラミン使用量、入室時 sequential organ failure
assesment(SOFA ) s c o r e )との相関を線瑕回帰を用いて評価した。




別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）’
(続紙）
< 結果〉 -




(day 2: odds ratio (OR)= 0.75, 95% confidence interval (CI)= 0.57-0.97, P= 0.029, day 3: OR= 0.68,
95%CI =0.47-0.98, P-value 0.040, day 4: OR= 0.40, 95%CI =0.16-1.00, P-value 0.050,day 6: OR=0.69, 
95%CI= 0.48-0.99, P=0.046)
また ROC曲線でリンパ球数の神経学的予後に対すも予測能を評価したがd a y 2 -6までいずれも良 
好なAUCをみとめ、day4 がもっとも'AUCが高値;Cあった。(day 2: 0.805, day 3: 0.727, day 4: 0.800, 
day 5: 0.917, day 6: 0.766, day 7: 0.852)
また入室時のSOFAcoreは dayl，2,5 ,6のリンパ球数と相関しており、年齢、蘇生時間、カテコラミ 
ン使用量.は多変量解析では相関を認めなかった。
く考察〉

















Day2, 3, 4, 6 の!;.ンパ球数は心停止蘇生後昏睡患者において神経学的予後と相関し生命予後とは相 
関を認めなかった。またR0C曲線ではリンパ球数はd ay 4において最も高いAUCを認めた。
別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨






1) 末梢血リンパ球数の低下（day2〜4, 6 ) は神経学的予後と相関するが、生命予後と
は相関しない。
2) 末梢血リンパ球数の低下（day4)は、神経学的予後を最も正確に予測する。
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